
 

令和２年度第２回福島県独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 

運営協議会開催概要 

 

 

１ 開催日時  令和３年２月９日（火） １３：３０～１５：００ 

 

２ 開催場所  福島職業能力開発促進センター 教室棟イベントホール 

 

３ 主な議題 

・令和３年度における評価指数・目標値について 

・新型コロナウイルス感染症による主な業務への影響等について 

・令和２年度事業実施状況及び令和３年度事業計画について 

・施設部会について 

 

４ 協議内容 

資料に沿って事務局から説明が行なわれた後、意見交換が行われた。 

主な意見は以下のとおり。 

 

（離職者訓練について） 

・定員充足率が低調な原因のひとつに職業訓練が就職に有利であるということが十分に認知され

ていないことがあると思われるので、就職率が高いことをもっとＰＲするべきである。 

 

・建設人材が不足しているため、職業訓練において建設人材の育成にさらに力を入れていただき

たい。 

 

・求職者は就職直後よりも５年後、１０年後にその会社に入った自分がどうなっているのかに関心が

あると思われる。ポリテクセンター修了者の活躍事例を紹介することでそれがイメージしやすくなり、

入所の不安も払しょくされるのではないか。修了者との関係づくりや修了者の活躍事例の収集など

に積極的に取り組んでいただきたい。 

 

（業務全般について） 

・新型コロナウイルス感染症のこともあり、これからは DX（デジタルトランスフォーメーション）がます

ます重要となっていく。すでに職業訓練として行われてはいるが、ＩＴ関係の技能を身につけた人

材が重宝されるので、そのような訓練をさらに拡充されたい。 

 

・新型コロナウイルス感染症の影響により、職業訓練を受講したくても受講できなかった方もおられ

るのではないか。そのような多くの制約があった中においては各事業の実績値は立派な数字だと

評価する。 

 

・先日テレビで職業訓練が取り上げられたように、「職業訓練」というキーワードを口にする人が増

えている。職業訓練に期待を持つ人が増えている今こそ、見せ方を工夫しながら上手く周知・広

報活動を行っていただきたい。職業訓練は間違いなく国民のためになる制度であり、それを確実

に必要な方へ届けてほしい。 
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